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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本の文化財ついて使用されている用語を収集・体系化し、それら用語に
関する典拠情報を作成する事である。現在、文化財管理における資料名称や品質形状等の用語については、各文化施設
の学芸員や研究者により様々な表記・使用方法が存在している。そのため、複数施設間で情報共有する際は、互いに使
用する用語の確認が必要な現状にあり、1つの資料情報を共有するだけでも非常に多くの時間を要している。このよう
に、文化財管理における美術品にどの用語を適用するか、俯瞰的に参照出来る典拠情報の存在は非常に重要な基盤にな
る。

研究成果の概要（英文）：This study is performed to strengthen the systematic of term about japanese 
cultural assets and describe an these authority source.
Currently, The term of quality configuration and nominal has a various notation and instructions. In case 
of share with multi-facility, they need to confirm use a term and that needs a lot more time.Be that as 
it may, these important merit of this study is that it can reference a authority information 
comprehensively.

研究分野： 工芸・情報
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１．研究開始当初の背景 
文化財管理における資料名称や品質形状等
の用語については、各文化施設の学芸員や研 
究者により様々な表記・使用方法が存在して
いる。そのため、複数施設間で情報共有する
際は、互いに使用する用語の確認が必要な現
状にあり、1 つの資料情報を共有するだけで
も非常に多くの時間を要している。これまで、
文化財の情報に関する記述方法は、各文化施
設の中での規則や学芸員、研究者の意向に沿
う形で決定され適用されてきた。しかし、昨
今のデジタル技術を使用した文化財管理の
データベース開発時において、各用語の使用
方法などについての議論が活発に行われて
いる。例えば東京国立博物館が使用している
データベース(以下、ProtoDB)では資料情報
の属性として、「識別・特定（資料番号、名
称など）」「物理的特性（品質形状、材質、員
数など）」「履歴（制作、来歴など）」「関連・
参照（権利、文献、画像など）」という 34 種
の属性を設けている。（東京国立博物館 博
物館情報処理に関する調査研究プロジェク
トチーム「ミュージアム資料情報構造化モデ
ル」）しかし、 ProtoDB は名称や品質形状
などの情報の管理については、それまで使用
されていた管理台帳などの用語を使用しな
がら、情報整理の際に担当している学芸員や
職員、研究者の判断にゆだねられている。ま
た、博物館、美術館などは多種多様な資料を
所蔵し、業務の中で発生する様々な用件にあ
わせた管理情報項目を使用しなければなら
ず、多くの細分化された使用用語が存在する。
現段階でどのような用語が使用されている
のかを参照できる体系化された典拠情報が
ないために、各施設で使用されている用語が
どういった文化財の情報をさしているのか
がわかりづらい状況がある。そこで、応募者
らは今回の申請に先立って、文化庁が公開し
ている国が指定している文化財のデータベ
ースや国宝重要文化財リスト、指定文化財目
録で使用されている名称用語の一部を収集
し整理作業を行った。その一部が表１に示し
たものである。その結果、一つの用語に対し
て予想以上に多くの細分化された品質形状
が使用されている事が確認できた。例えば表
１の絵画分野では、「絹本（けんぽん）」とい
う用語の中でも、「絹本着色（けんぽんちゃ
くしょく）」や「絹本墨画（けんぽんぼくが）」
「絹本淡彩（けんぽんたんさい）」「絹本金彩
（けんぽんきんさい）」など絹本といっても
多くの使用方法がある。工芸分野においても
「金銅（こんどう）」という用語では「金銅
種子装（こんどうしゅじそう）」のほか「金
銅荘（こんどうそう）」「金銅装（こんどうそ
う）」という読みがなに関する音は同じでも
漢字が異なるという用語も確認できた。また、
関連語についても参照できるよう体系化す
ることが必要である。例えば工芸分野の漆芸
に関する品質形状では、「黒漆（くろうるし）」
という語には「黒漆塗（くろうるしぬり）」

という技術的な用語を含めた記述方法があ
る一方で、「黒塗（くろぬり）」という素材の
名称が使用されていない制作技法に関連し
た記述も存在する。このように関連する用語
についても多角的に参照できるような体系
化を行うことが必要になる。 
また、各施設で運用が広まっている文化財管
理データベースの開発や改良の際にも情報
共有の基となる用語の典拠情報は非常に有
益であり、必要となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本の文化財ついて使用さ
れている用語を収集・体系化し、それら用語
に関する典拠情報を作成する事である。文化
財管理における美術品にどの用語を適用す
るか、俯瞰的に参照出来る典拠情報の存在は
非常に重要な基盤になる。 
 
３．研究の方法 
(1)各施設の用語使用例について情報の収集
を行い、随時整理を行うためのデータ形式 
をそろえる作業を行う。情報の収集対象の機
関のそれぞれの文化財件数は絵画、書跡・典
籍、工芸を中心としたデータ数で文化庁が公
開している国指定文化財等データベースや
国宝重要文化財リストと指定文化財目録の
約 6,917 件、東博図版目録や全文データベー
ス、protoDB のデータから約 60,000 件、東京
芸術大学大学美術館（東京芸術大学の絵画分
野については東洋真蹟と東洋模本）データベ
ースの約 10,000 件の計 77,000 件である。非
常に多くの用語が存在することに加え、デジ
タルデータになっていない情報も対象とす
るため、それら資料に関しては手入力による
情報収集作業が必要になり、研究初段階では
データ収集を中心に行う。情報収集を行いな
がら随時データの整理は進める上で、収集し
たデータの形式をそろえる作業を主に行う。
その後、担当分野の研究分担者や連携研究者、
研究協力者と共同で各分野の用語について
関連語も含めた整頓のための検討を行う。本
研究で計画している用語集（シソーラス）の
内容は品質形状に関する名称、ふりがな、ア
ルファベット表記、英語表記である。まずは
関連語や同様の単語を含めた用語をコンピ
ュータによる自動化作業で分類し、その後そ
れらをもとに用語の体系化への検討と再確
認作業を行う。情報の収集には代表者の河内
晋平が中心となり進める。まずは文化庁の国
宝重要文化財に関するリストと指定文化財
目録からの情報を収集する。データ整理やデ
ジタルデータでの収集が出来ないものに関
する入力作業には、必要に応じて研究補助を
雇いデータ入力を行う。 
 
(2)研究中段階には初段階に収集し、整理し
た情報をもとに専門分野の研究員とともに
再確認作業と体系化の作業を進める。特に工
芸分野については技法や素材など複雑な用



語が存在するために、まずは二段階に分けて
作業を進める。第一段階は同じ用語や漢字を
使用しているものの整理を行い、第二段階と
して関連語などの用語の整頓を行う。その後、
整理した情報のなかでふりがなや英語表記
など情報の足りないものに付いての情報の
追加を行う。またデータの情報学的アプロー
チによる成果情報の公開・活用方法について
も検討する｡また、本研究の整理が進行した
状況で、他の文化財保管施設へのコンタクト
をとり、実際に本研究の成果を使用する際の
問題点等について出張調査を行う。 
 
(3)研究後半段階では、用語情報の追加作業
を引き続き行い、同時に体系化の作業を進め 
る。全データが体系化できた段階で各担当分
野の研究員とともに関連語句などの関係も
含めて再度確認作業を行う。同時に多くの文
化財情報を取り扱う施設や研究機関などへ
の公開を前提としたweb等によるデータ構築
においても、そのための環境の整備を進め、
実際に試運用を行う。試運用に関しては個人
ユーザーでも使用可能な安価なデータベー
スシステムを使用することを計画する。美術
品を扱う施設での学芸員や研究者への公開
にあたっても広く活用が期待できる方法を
検討する。 
本研究で作成する用語集（シソーラス）が各
博物館や美術館での業務の中でどのように
使用することができ、他の分野において今後
どういった情報が必要なのかについてwebデ
ータベースの運用を行いながら調査を行う。 
 
(4)今後 
試運用を行いながら、他の施設でも使用でき
るように情報の精度を上げる作業を引き続
き行う。現状では web データベースの編集に
関しては研究代表者の許可がないとできな
い状態であるが、ID とパスワードを発行する
ことによる国内の美術品を管理する多くの
職員や研究員が使用しながら常に成長して
いくデータベースの形を目指していく。 
そのためにも、不特定多数による情報の改変
や更新作業の中で問題がないようにシステ
ムの精査と構築が必要となる。典拠情報や履
歴を残すことによる情報の透明性の確保は
使用する上での利便性とのバランスを考え
て進めていく必要がある。重要な点としては、
どういった業務や状況において本データベ
ースを活用することが最良かという指針を
わかりやすく構築することである。 
 
４．研究成果 
本研究で最大の作業ボリュームがあった用
語収集について、約 7,600 語の収集と整理作
業を完了している。分野としては、金工、ガ
ラス、絵画、書籍、考古資料、歴史資料、建
造物である。収集の際には用語、技法、分野、
員数、素材というカテゴリーを設けた。用語
の収集元としては、東京藝術大学大学美術館

収蔵品目録、東京国立博物館、奈良国立博物
館の収蔵品目録やデータベース、文化庁監修
国宝・重要文化財大全等を使用した。 
収集した用語の整理作業と使用にあたって
のフィードバックを反映するために、wiki を
使用したデータベースを構築した。 
データベースのカテゴリーとしては、収集し
た用語から、 
・分野(10 項目) 
・用語(5,021 項目) 
・素材(152 項目) 
・技法(323 項目) 
・用語種別(2 項目) 
としている。収集した用語から上記のカテゴ
リーを設定しているが、今後試運用をしてい
く中で情報の追加と改変が必要になると考
えている。 
ただ、実際の運用にあたっては、用語の精度
をより向上させることが必須であり、研究最
終年では用語の再チェック作業を行った。用
語の数とそれぞれの用語より派生する類義
語などの体系化には自動化での作業が困難
な部分が多分に存在し、想像以上の時間がか
かることがデータベース構築時の整理作業
にて確認できた。そのために本研究終了後も
引き続き内部での運用を継続しながら、外部
の施設における運用テストを目標に作業を
進めていくことになる。 
ただ、本研究においては、多様な用語の存在
が予想通りに確認でき、基盤となる用語の収
集が完了していることから、今後より生産性
のあるデータベース構築とその運用につい
て検討できる現時点での研究結果は確認で
きている。 
 
現状ではwebデータベースの編集に関しては
研究代表者の許可がないとできない状態で
あるが、ID とパスワードを発行することによ
る国内の美術品を管理する多くの職員や研
究員が使用しながら常に成長していくデー
タベースの形を目指していく。 
そのためにも、不特定多数による情報の改変
や更新作業の中で問題がないようにシステ
ムの精査と構築が必要となる。典拠情報や履
歴を残すことによる情報の透明性の確保は
使用する上での利便性とのバランスを考え
て進めていく必要がある。重要な点としては、
どういった業務や状況において本データベ
ースを活用することが最良かという指針を
わかりやすく構築することである。 
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